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　黒野地区の皆様、新年
明けましておめでとうご
ざいます。皆様方には夢
あふれる輝かしい平成28
年の新春をさわやかにお
迎えのこととお慶び申し

あげます。また、今年も晴れて新成人に多く
の若人がなられます。成人おめでとうござい
ます。そして、皆様を今日まで育ててこられ
ましたご両親、ご家族の方々にお慶び申しあ
げます。さて、昨年は終戦から70年という
節目の年に、戦後以来の大改革ともいわれる

「平和安全法制」が可決され、新たに日本の平
和と安全を保障する体制が整いつつありま
す。一方、近年の異常気象の為、関東・東北
豪雨により鬼怒川が決壊し、常総市が多大な
被害を受け、人々の心に大きな爪痕を残して
います。黒野地区も例外ではなく、災害の危
険にさらされています。東海環状自動車道（仮
称）岐阜インターチェンジ建設に伴う周辺環
境の変化等を含め、災害に強く、安心・安全
なまちづくりにしっかりと取り組んでいかな
ければなりません。本年も地域の発展のため
相変わらぬご支援とご協力を賜りますようお
願い申し上げます。

謹賀新年  安心安全なまちづくり
岐阜市議会議員　郷　英明

　昨年黒野地区では、
夏期巡回ラジオ体操、
自主防災訓練、市民大
運動会をはじめ文化・
体育活動や福祉活動
など安心安全のまち

づくりに大きな成果を上げました。
　岐阜市においては、鵜飼が国重要無形
民俗文化財に指定され、「信長公のおもて
なしが息づく戦国城下町・岐阜」が新しく
できた日本遺産第一号に認定され、「みん
なの森・岐阜メディアコスモス」の開館、
また「長良川の鮎に代表される営み」が、
世界農業遺産に選ばれました。来年には、
信長公450年イベント、2020年度末には、
新市庁舎の移転新築が予定され、東海環
状自動車道の全面開通も近づいて来ます。
　4年後の東京オリンピック、パラリン
ピックには、年間3,000万人を超す外国人
が日本を訪問、東京だけでなく岐阜にも
多くのお客さんが訪れます。
　岐阜を訪れて良かったと思っていただ
けるよう、また岐阜に住んで良かったと
思える“ふるさと岐阜づくり”に引き続き
取り組んでまいります。

今年もふるさと岐阜づくりを
岐阜市議会議員　信田朝次

　黒野地区の皆様、新年
明けましておめでとうござい
ます。よき新年をお迎えのこ
とと、お慶び申し上げます。
　また、今年も多くの若人
が成人式を迎えられ、大

人の仲間入りをされます。新成人となられます
皆様、おめでとうございます。
　さて、今年から国においては、選挙権年齢が、
20歳以上から18歳以上に引き下げられ、今夏
の参議院議員選挙から投票できるようになりま
す。岐阜市では約8,000人の若者が新たに有権
者として加わります。今後は、成人式をもって
大人の仲間入りをした、との意識も薄れていく
んではないでしょうか。
　一方、黒野地区では、数年後に東海環状自
動車道とインターチェンジの開通が見込まれてお
ります。そのインターチェンジへのアクセス道路
も着 と々作業が進められています。当地区にとっ
て、大きな変革の時期を迎えています。この変
革の時期における諸課題を、皆様と共にしっか
りと取り組んで参ります。
　最後になりましたが、今年一年の皆様のご健
勝とご多幸をお祈り申し上げ、新年のご挨拶と
いたします。

謹賀新年　新成人を祝う
岐阜市議会議員　黒田育宏
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黒
野
校
区
の
皆
さ

ん
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

気
持
ち
も
新
た
に
新

春
を
お
迎
え
に
な
っ
た

事
と
存
じ
ま
す
。
心
よ

り
ご
祝
辞
申
し
上
げ
ま
す
。
今
年
も
校
区
で
は

一
四
六
名
の
方
が
新
成
人
と
な
り
社
会
に
、
或
い

は
学
業
に
と
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
進
ん
で
行
か
れ
ま

す
。
新
成
人
と
な
ら
れ
ま
す
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ

る
皆
さ
ん
に
は
大
人
と
し
て
の「
権
利｣

が
与
え
ら

れ
る
と
同
時
に「
義
務｣

が
生
じ
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
よ
く
理
解
さ
れ
、
社
会
の
一
員
と
し
て
大
き
く

成
長
さ
れ
ま
す
こ
と
を
期
待
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
世
界
の
情
勢
を
眺
め
て
み
ま
す
と
、
中

東
諸
国
で
は
宗
教
思
想
の
違
い
か
ら
、
互
い
に
い

が
み
合
い
、
殺
し
あ
う
と
い
う
悲
し
い
出
来
事
が

続
い
て
い
ま
す
。
い
つ
終
わ
る
か
わ
か
ら
な
い
争

い
に
民
間
人
は
恐
怖
に
怯
え
、
生
活
の
糧
も
得
ら

れ
な
い
状
況
で
、
逃
避
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
諸
国
に
、
日
本
か
ら
も
多
額
の
援
助

金
が
送
ら
れ
、
世
界
の
平
和
を
願
っ
て
い
ま
す
。

平
和
と
は
、
ま
ず｢

戦
争
を
起
こ
さ
な
い｣

こ
と
が

絶
対
条
件
と
思
い
ま
す
。

　

各
国
の
人
々
が
、互
い
に
主
権
を
強
調
し
合
い
、

譲
り
合
い
が
な
い
と
、
世
界
で
均
衡
が
崩
れ
武
力

へ
と
移
っ
て
行
く
事
に
な
り
ま
す
。
平
和
は
、
双

方
が
一
歩
控
え
て
物
事
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
か

と
思
い
ま
す
。
幸
い
我
が
国
で
は
民
主
国
家
の
域

で
国
政
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
状
態
が

長
く
続
く
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　

さ
て
、
当
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
『
夏
季

巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
』
を
、
岐
阜

市
関
係
機
関
、
ℕ
ℍ
K
、
㈱
か
ん
ぽ
生
命
保
険
様

の
お
陰
で
盛
大
に
催
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

も
、
黒
野
校
区
の
皆
さ
ん
方
の
努
力
と
、
結
束
力

が
強
い
表
れ
と
深
く
感
謝
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

又
、
こ
の
黒
野
で
は
平
成
二
十
五
年
度
岐
阜
市

福
祉
部
よ
り
支
援
、ご
指
導
を
得
て「
福
祉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
支
援
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
高
齢

家
族
の
住
ま
い
に
救
命
キ
ッ
ト
を
設
置
、
又
一
人

住
ま
い
の
方
に
「
近
所
見
守
り
活
動
」
を
自
治
会

や
、
他
の
団
体
と
も
協
働
し
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
次
に
は「
青
色
回
転
灯
車
」に
よ
る
防
犯

パ
ト
ロ
―
ル
、
子
ど
も
達
に
対
す
る「
見
守
り
隊
」

等
が
多
数
の
方
の
ご
協
力
に
よ
り
事
業
と
し
て
定

着
、
地
域
の「
安
心
・
安
全
」な
、
住
み
よ
い
町
づ

く
り
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
現
在
運
行
中
の
「
ほ
っ
と
バ
ス｣

は
、

平
成
二
十
八
年
四
月
に『
乗
車
客
十
万
人
』を
達
成

す
る
見
込
み
で
す
。
よ
り
多
く
の
方
の
利
用
で
公

共
交
通
機
関
の
使
命
が
果
た
せ
そ
う
で
す
。

　

以
上
紹
介
致
し
ま
し
た
諸
事
は
、
校
区
の
皆
様

方
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
る
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

今
後
共
の
ご
支
援
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

黒
野
自
治
会
連
合
会
　
会
長
　
野
々
村
　
文
　
彦

謹
賀
新
年 
平
成
二
十
八
年
新
春
に
当
た
り
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今
年
も
、
十
一
月
七
日（
土
）・
八
日

（
日
）の
両
日
、
黒
野
会
館
ま
つ
り
が
盛

大
に
催
さ
れ
、
五
百
人
を
超
え
る
来
館

者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

展
示
発
表
で
は
、
力
作
が
多
く
出
品

さ
れ
、
そ
の
出
来
栄
え
に
感
嘆
の
声
が

多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

舞
台
発
表
で
は
、
ど
の
団
体
も
日
頃
の

活
動
で
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
を
披
露

さ
れ
、
大
き
な
拍
手
を
受
け
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
参
観
者
が
発
表
者
と
一
緒

に
な
っ
て
歌
っ
た
り
体
を
動
か
し
た
り

す
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
は
、一
階
で
し
お
り
作
り
、

長
栄
会
や
国
際
交
流
の
展
示
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

黒防
野災
会訓
館練
ま実
つ施
り
開
催

岐
阜
北
消
防
団
黒
野
分
団
に

『
纏
』贈
呈

　

こ
の
度
、
黒
野
分
団
に
、
団
員
の
象

徴
と
な
る
立
派
な
纏
を
、
黒
野
自
治
会

連
合
よ
り
、
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。

　

我
々
団
員
す
べ
て
が
こ
の
纏
の
元
に

一
層
奮
起
し
て
、
地
元
の
消
防
活
動
に

ま
い
進
致
し
ま
す
。

黒
野
分
団
長
　
船
戸
俊
秀

平
成
二
十
七
年
度
国
勢
調
査

　

五
年
毎
の
国
勢
調
査
が
今
年
行
わ

れ
、
黒
野
自
治
会
連
合
会
か
ら
八
十
四

名
の
方
が
、
調
査
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ

協
力
を
願
い
ま
し
た
。

七
月
三
十
一
日　

白
寿
会
に
よ
る

三
世
帯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
開
催

　

三
十
八
チ
ー
ム

出
場
。

　

出
場
選
手
は
、

暑
さ
も
忘
れ
熱
く

な
っ
て
大
奮
闘
を

し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
度「
黒
野
城
跡
発

掘
調
査
」が
行
わ
れ
公
開
発
表
が

あ
り
ま
し
た（
黒
野
城
跡
）

　

於　

平
成
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日

　
　
　

岐
阜
市
教
育
委
員
会
よ
り

一
、
平
成
二
十
六
年
度
の
調
査
で
発
見

し
た
石
垣
の
延
長
と
、
絵
図
に
描
か

れ
た
土
塁
の
屈
部
分
を
確
認
し
た

二
、
黒
野
城
築
城
時
の
南
側
土
塁
の
一

部
を
確
認
し
た

三
、
発
掘
調
査
で
初
め
て
黒
野
城
の
瓦

が
出
土
し
た

　

以
上
三
つ
の
発
表
説
明
が
あ
り
、
知

識
人
や
近
隣
の

研
究
会
員
が
熱

心
に
聞
き
入
り

ま
し
た
。

岐
阜
市社会

教
育
課

白
寿
会
長  

国
島
　
孜

指
導
員
　
中
島
雅
之

黒野調査区では、121区画に分類され（マン
ションも含む）、調査員は1〜2区画を担当し
た。なかには4区画の調査員もありました。

　

九
月
二
十
七
日
黒
野
地
域
総
合
防
災

訓
練
を
実
施
。
一
〇
一
六
名
の
参
集
が

あ
り
ま
し
た
。

　

各
町
内
と
も
役
員
の
誘
導
に
よ
り
訓

練
参
加
が
無
事
に
終
り
、
互
い
の
絆
、

心
の
通
じ
合
い

を
感
じ
る
一
日

で
し
た
。
暑
い

な
か
皆
さ
ん
お

疲
れ
様
で
し

た
。
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交
通
安
全
週
間

　

十
月
十
九
日
に
青
色

回
転
灯
巡
回
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
と
、
岐
阜
北
警

察
署
の
パ
ト
カ
ー
が
一

日
同
行
し
ま
し
た
。

く
ら
し
の
安
全
推
進
委
員
会

八
月
五
日　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
公
開
放
送

　

夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

が
黒
野
小
学
校
で
開
催
さ
れ
、
二
千
余
名
の
参

加
者
で
大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
日
頃
よ
り
子
ど
も
会
育
成
委
員
会
の
活
動

に
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
十
二
月
五
日（
土
）に
第
六
回
イ
ン
リ
ー

ダ
ー
研
修
を
開
催
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い

ま
し
た
。

　

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
、
ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
、み
ん
な
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

五
月
か
ら
始
ま
っ
た
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
る
こ
と
が
で

き
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
研
修
も
残
す
と
こ

ろ
閉
講
式
の
み
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
の
良
き
思
い
出
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
校
区
の
皆
様
に
は
お
世
話
に
な
り

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
四
日

　

優
　
勝　

下
鵜
飼
第
3
D
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

第
2
千
成
C
チ
ー
ム

　

三
　
位　

東
下
元
町
B
チ
ー
ム

平
成
二
十
七
年
七
月
十
九
日

　

優
　
勝　

新
道
子
ど
も
会

　

準
優
勝　

下
鵜
飼
第
2
子
ど
も
会

　

三
　
位　

第
1
千
成
A
子
ど
も
会

　
　
　
　
　

南
町
上
之
町
合
同
子
ど
も
会

平
成
二
十
七
年
十
月
四
日

　

優
　
勝　

緑
組　
　
　

四
　
位　

黄
組

　

準
優
勝　

青
組　
　
　

五
　
位　

白
組

　

三
　
位　

紫
組　
　
　

六
　
位　

赤
組

平
成
二
十
七
年
十
月
二
十
五
日

　

優
　
勝　

井
上
町
・
栄
町
合
同
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

第
1
千
成
C
チ
ー
ム

　

三
　
位　

第
2
千
成
A
チ
ー
ム

黒
野
子
ど
も
会

育
成
委
員
会
便
り

黒
野
体
育
振
興
会

第
三
十
二
回

黒
野
校
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

第
二
十
二
回
　
子
ど
も
会
町
内
対
抗
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

第
三
十
五
回
　
黒
野
地
区
市
民
大
運
動
会

第
三
十
三
回
　
黒
野
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

会場で岐阜市長と談笑中の
体操講師：西川佳克先生と、
ピアノ演奏：加藤由美子先生

参加者の全景

体
育
振
興
会
会
長  

国
島
政
美

子
ど
も
会
育
成
会
長

平
賀
和
佳
代

開催横断幕
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井　

藤　

沙　

季

河　

合　

博　

則

船　

戸　

丈
一
朗

川　

脇　

沙
也
佳

大　

杉　

拳　

太

前　

川　

直　

輝

村　

山　

文　

紀

佐
々
木　

佳　

奈

杉　

山　
　
　

晶

新　

田　

悠　

汰

神　

戸　

志　

摩

LIYANA SHAHIRA BINTI
MOHAMED ZULKIFLI

宮　

森　

雄　

大

篠　

田　

祥　

希

齋　

藤　

実　

久

尾　

上　

真　

澄

北　

川　

華　

帆

榎　

本　

美　

季

佐　

高　

駿
太
朗

河　

合　

里　

沙

柴　

田　

剛　

毅

鎌　

田　

淳　

平

高　

橋　

夏　

海

神　

山　

啓　

太

廣　

瀬　

友　

美

澤　

田　

千　

裕

山　

口　

友　

里

飯　

盛　

広　

規

佐　

藤　

優　

行

田　

中　

郁　

晴

市　

野　

陽　

士

金　

川　

裕　

介

木　

場　

佑　

二

浅　

野　

健　

太

小　

林　

大　

輝

山　

田　

明　

里

大　

澤　

彩　

月

東　
　
　

純　

平

ZHA
O

 ZHILIN
G

北　

村　

健　

人

長　

岡　

茉　

耶

近　

藤　

淳　

一

杉　

山　

成　

良

西　

尾　

知　

純

平　

河　
　
　

萌

花　

村　

亮　

太

松　

本　

敏　

史

玉　

井　

弘　

毅

江　

口　

栄　

作

船　

戸　

大　

貴

後　

藤　

厳　

河

白　

木　

香
菜
美

西　

垣　

早　

映

難　

波　

岳　

雄

谷　

村　

悠　

希

長　

井　

彩　

緒

児　

玉　

直　

也

西　

俣　
　
　

栞

松　

井　

尚　

哉

内　

木　

麻　

穂

福　

野　

将　

広

高　

橋　

菜
々
子

三　

品　

フ
ミ
ヤ

浦　

田　

優　

衣

町　

田　

芽　

以

平　

野　
　
　

愛

丸　

山　

真　

美

吉　

原　

翔　

太

Z
H

A
N

G
 H

U
II

（
張
惠
）

清　

水　

雄　

貴

小　

川　

葉
璃
子

白　

木　

良　

明

白　

木　

秀　

幸

林　

裕　

太　

郎

渡　

辺　
　
　

優

岩　

田　

敏　

和

河　

瀬　

直　

人

八　

幡　

真　

衣

鷲　

見　

桃　

華

高　

木　

美　

佳

田　

中　

里　

枝

浦　

瀬　

真　

子

下　

野　
　
　

葵

寺　

井　
　
　

茜

宮　

川　

泰　

彰

玉　

井　

辰　

季

見
尾
谷　
　
　

渉

宇
留
野　
　
　

飛

水　

谷　

彩　

花

和　

田　

凌　

成

玉　

井　

里　

果

長　

尾　

朱　

莉

吉　

田　

万
里
菜

佐　

藤　

良　

祐

長　

尾　

颯　

太

河　

合　

元　

気

國　

島　

和　

哉

大　

塚　
　
　

遥

宮　

部　

由　

彩

國　

島　

亜　

季

芝　
　
　

大　

樹

松　

田　

彩　

夏

村　

瀬　

敦　

則

野
々
村　
　
　

陽

高　

橋　

湧　

基

伊　

藤　

将　

人

西　

垣　

一　

雄

出　

口　

潮　

美

安　

達　

若　

奈

浅　

野　

孝　

藏

浅　

野　
　
　

航

長　

屋　

柚　

希

稲　

森　
　
　

蓮

早　

瀬　

友　

登

朝　

岡　

良　

介

森　
　
　

晃　

基

大　

洞　

仁　

美

中　

陣　

一　

貴

W
U

 T
O

N
G

X
IA

O
P

A
N

G
 L

IJU
N

郷　
　
　

佑　

菜

西　

垣　

彩　

理

稲　

川　

晃　

輝

河　

井　

祥
太
郎

小
田
原　
　
　

麗

加　

藤　

匠　

悟

細　

田　

佳　

佑

Y
U

A
N

 Y
U

SHA
N

W
U

 X
IA

N

白　

木　

清　

貴

小　

島　

佑　

司

竹　

元　

柚　

乃

伊　

藤　

一　

騎

守　

田　

清　

之

山　

本　

宏　

樹

宮　

部　

秀　

隆

高　

力　

裕　

也

荒　

木　

一　

穂

長　

尾　

愛　

理

土　

井　

慎　

太

新　

井　

聖　

人

藤　

田　
　
　

佑

山　

田　
　
　

蓮

森　
　
　

千　

絵

大　

橋　

真　

希

島　

塚　

幸　

子

足　

立　

満
莉
愛

松　

尾　

雄
太
郎

千　

葉　

裕　

貴

後　

藤　

達　

彦

原　

田　

裕　

平

松　

井　

優　

磨

高　

橋　

成　

崇

郭　
　
　

允　

哲

小
瀬
本　
　
　

円

成人式招待者（順不同・敬称略）
平成27年12月1日現在  招待者151名
※該当者は、平成7年4月2日から翌年の平成8年4月1日まで
に生まれた方です。

◦
十
月
四
日

　

黒
野
校
区
市
民
運
動
会
開
催

全
自
治
会
が
参
加

◦
十
一
月
十
六
日
を
中
心
に
し
て

町
内
清
掃
ク
リ
ー
ン
シ
テ
ィ
ー

運
動
実
施

　

黒
野
地
区
三
十
二
全
町
内
美
化

◦
平
成
二
十
七
年
度

『
新
成
人
を
祝
い
励
ま
す
会
』
開

催

　

平
成
二
十
八
年
一
月
十
日（
日
）

　

西
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

出
席
予
定
者  

九
十
八
名

●
岐
阜
県
自
治
連
絡
協
議
会

　
会
長
感
謝
状

自
治
会
長
十
年
在
任　

林　
　

英
孝

●
岐
阜
県
警
察
本
部
長

　
地
域
防
犯
功
労
賞	

白
木　

昭
郎

●
岐
阜
市
自
治
住
民
推
進
大
会

十
月
一
日
文
化
セ
ン
タ
ー

　
☆
自
治
会
長
十
年
在
任
表
彰

林　
　

英
孝

　

☆
自
治
会
長
六
年
歴
任
感
謝
状

松
井　
　

要

　

☆
市
民
参
画
賞

西
町
自
治
会

　

☆
自
治
会
長
加
入
促
進
感
謝
状

上
村　

雄
二

平
成
二
十
七
年
度

被
表
彰
者
感
謝
状
等
受
賞
者

（
敬
称
略
）

◦
五
月
二
十
二
日

　

青
パ
ト
運
転
者
講
習
会
実
施

（
黒
野
会
館
・
一
二
二
名
）

◦
五
月
三
十
日
を
中
心
に
し
て

　

町
内
清
掃
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
実
施

　

黒
野
地
区
三
十
二
全
町
内
美
化

◦
七
月
二
日

　

社
会
福
祉
協
議
会
黒
野
支
部
参
加

　

長
野
県
上
伊
那
郡
宮
田
村

　
（
日
本
聴
導
犬
協
会
）

　

連
合
会
役
員
が
研
修
に
参
加

◦
八
月
五
日

｢

岐
阜
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
岐
阜
放
送
開

局
七
十
五
年｣

『
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん

な
の
体
操
会
』開
催

黒
野
小
学
校
、
開
催
二
千
余
名

の
参
加

◦
八
月
二
十
二
日

　

国
勢
調
査
の
調
査
員
説
明
会

八
十
四
名
に
調
査
員
委
嘱

◦
九
月
二
十
一
日

　

校
区
敬
老
祝
賀
会
開
催

（
黒
野
小
学
校
・
出
席
者
三
五
六
名
）

◦
九
月
二
十
七
日

　

黒
野
地
域
総
合
防
災
訓
練
実
施

　

黒
野
小
学
校
校
庭

　

参
加
者　

一
、〇
一
六
名

平
成
二
十
七
年
度

黒
野
自
治
会
連
合
会
の

主
要
行
事（
平
成
二
十
七
年
四
月
よ
り
）
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発　行

岐 阜 市 社 会 福 祉 協 議 会
黒 野 支 部

く
ろ
の

 
社
協
だ
よ
り

長
野
県
の
上
伊
那
で

研
修
旅
行
を
実
施

黒
野
校
区
敬
老
祝
賀
会

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い

　

社
協
黒
野
支
部
で
は
、
研
修
旅
行
を

7
月
2
日（
木
）に
実
施
、
長
野
県
の
社

会
福
祉
法
人「
日
本
聴
導
犬
協
会
」を
訪

問
し
、
職
員
の
方
か
ら
、
聴
導
犬
・
盲

導
犬
の
訓
練
の
実
践
を
見
学
し
、
そ
し

て
、
犬
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を

作
っ
て
い
た
だ
き
感
動
し
ま
し
た
。
こ

の
施
設
の
運
営
は
国
な
ど
の
補
助
金
は

わ
ず
か
5
％
で
ほ
と
ん
ど
が
寄
付
金
や

募
金
で
支
え
ら
れ
て
い
る
お
話
を
聞
い

て
、
参
加
者
全
員
が
寄
付
金
活
動
を
い

た
し
ま
し
た
。

　

9
月
21
日（
祝
）に
開
催
さ
れ
た
敬
老

祝
賀
会
は
、
校
区
の
自
治
会
長
・
各
種

団
体
長
さ
ん
の
ご
協
力
で
無
事
開
催
で

き
ま
し
た
。
祈
念
式
典
で
金
婚
式
を
迎

え
ら
れ
た
29
組
の
方
に
記
念
品
を
贈
呈

し
た
。

　

黒
野
校
区
敬
老
祝
賀
会
出
席
者
は

3
2
7
名
で
す
。

　

10
月
に「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
」を
自
治
会

連
合
会
の
役
員
と
民
生
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
に
協
力

し
て
頂
き
盛
況
に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。



第 28 号	 平成28年1月1日　（6）く ろ の 社 協 だ よ り

総額 208,500円総額 208,500円総額 208,500円
みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

みなさまからのあたたかいご協力
ありがとうございました。

　

平
成
二
十
七
年
度
「
日
本
赤
十
字
社

募
金
」「
社
会
福
祉
協
議
会
募
金
」「
歳

末
助
け
合
い
募
金
」
等
に
、
各
自
治
会

を
は
じ
め
民
生
児
童
委
員
の
方
々
の
ご

協
力
に
よ
り
各
法
人
、
企
業
、
商
店
に

募
金
活
動
を
行
っ
て
頂
き
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

●
協
賛
協
力
企
業
商
店
様

㈱
Ｋ
Ａ
Ｅ
Ｄ
Ｅ
、
㈱
Ｋ
Ｖ
Ｋ
、
㈱
市
川

会
計
事
務
所
、
㈱
宇
野
商
会
、
小
河
建

設
㈱
、
岐
大
建
設
㈱
、
久
世
工
業
㈱
、

国
島
建
設
㈱
、
㈱
ゲ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
㈱
さ
つ
き
や
酒
店
、
三
新
ガ

ラ
ス
㈱
、
三
洋
化
学
㈱
、
㈱
職
人
の
店
、

新
光
電
機
工
業
㈱
、
㈱
杉
山
興
業
、
㈱

た
か
さ
ご
、㈱
ハ
イ
シ
ョ
ッ
プ
ふ
じ
た
、

㈱
マ
イ
ン
ド
松
井
、
丸
幸
製
菓
㈱
、
㈱

む
つ
み
、
㈲
新
茂
重
機
、
㈲
岐
阜
大
学

前
不
動
産
、
㈲
棚
橋
保
険
事
務
所
、
㈲

武
川
電
機
、
㈲
中
部
カ
ー
ペ
ッ
ト
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
、
㈲
北
川
デ
ン
キ
、
合
資

会
社
山
源
商
店
、
華
井
プ
ラ
工
業
㈲
、

誠
広
会
平
野
総
合
病
院
、
学
校
法
人
誠

広
学
園
、
芳
悠
会
野
々
村
医
院
、
岐
北

ク
リ
ニ
ッ
ク
、
立
山
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
ひ

ろ
せ
内
科
、
み
な
が
わ
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

西
村
歯
科
医
院
、
西
部
大
成
牧
場（
北

岡
作
一
）、
Ｇ
Ａ
設
計
事
務
所
、
味
処

貴
久
家
、
寿
司
処
勘
兵
衛
、
堀
川
、
山

笑
、
喫
茶
た
い
よ
う
、
喫
茶
フ
レ
ン
ド

ハ
ウ
ス
、
今
井
モ
ー
タ
ー
ス
、
宇
野
靖

子
、
国
島
タ
バ
コ
店
、
黒
野
自
動
車
、

建
友
設
備
、
コ
マ
ツ
ヤ
、
島
部
呉
服
店
、

棚
橋　

修
、
戸
川
新
聞
店
、
ナ
オ
ミ
美

容
室
、
野
々
村
新
聞
店
、
平
野
薬
局
、

船
戸
屋
、
ベ
ル
デ
ン
タ
ル
オ
フ
ィ
ス
黒

野
、ま
ほ
う
つ
か
い
、ユ
ニ
オ
ン
カ
ラ
ー

岐
大
前
店

（
順
不
同
敬
称
略
）

「
車
い
す
」貸
出
事
業

　

岐
阜
市
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
、
黒

野
支
部
に「
車
い
す
」が
配
備
さ
れ
ま
し

た
。
黒
野
地
域
の
方
で
、「
車
い
す
」が

必
要
に
な
っ
た
人
に
一
か
月
を
め
ど
に

貸
し
出
し
を
い
た
し
ま
す
の
で
黒
野
会

館
窓
口
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
連
合
会
・
白
寿
会
・
民
生
児
童
委
員
の
協
力
を
得
て
、「
支
え
あ
い
マ
ッ

プ
」
を
順
次
作
成
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
社
協
黒
野
支
部
で
は
、「
救
命
キ
ッ
ト
」を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

配
布
を
ご
希
望
の
方
は
、
自
治
会
長
さ
ん
に
お
願
い
し
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
介
護
予
防
教
室

　

社
協
で
は
、
自
治
会
連
合
会
の
役
員

と
筋
ト
レ
ク
ラ
ブ
の
協
力
に
よ
り
、「
高

齢
者
介
護
予
防
教
室
」
を
6
月
27
日

（
土
）に
は
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
の
講
演

で
、
9
月
12
日（
土
）に
岐
北
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
講
演
と
黒
野
あ
そ
か
苑
の

健
康
体
操
と
い
う
内
容
で
、
2
回
開
催

し
ま
し
た
。

「
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
」
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第 5 号

発　行

黒 野 ま ち づ く り 協 議 会
事 務 局

く
ろ
の

ま
ち
協
だ
よ
り

　

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
関
係
者
の

予
想
を
大
き
く
上
回
る
多
く
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
遠
方
か
ら
の
参
加
者
も

あ
り
恵
那
か
ら
家
族
で
来
ら
れ
た
人
も

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
共
催
者
の
代
表

と
し
て
、
細
江
市
長
か
ら
挨
拶
を
頂
き

ラ
ジ
オ
体
操
に
も
参
加
し
て
頂
き
ま
し

た
。
な
お
、
体
操
指
導
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
テ
レ
ビ
で
も
お
馴
染
の
西
川
先
生
、

ピ
ア
ノ
演
奏
は
加
藤
先
生
で
し
た
。

　

ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会
の

開
催
に
つ
い
て
は
、
黒
野
自
治
会
連
合

会
、
体
育
振
興
会
、
交
通
安
全
協
会
等

多
く
の
方
々
が
一
丸
に
な
っ
て
準
備
し

当
日
の
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。
参
加

者
の
列
に
向
か
っ
て
並
ん
で
お
手
本
の

体
操
を
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
役
員
や
体
育

振
興
会
の
役
員
の
方
々
が
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
交
通
安
全
協
会
黒
野
支
部

の
皆
さ
ん
が
要
所
に
つ
い
て
交
通
安
全
、

事
故
防
止
に
当
た
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

「NHK夏期巡回ラジオ体操みんなの体操会」
8月5日開催

2,000人が黒野小学校グラウンドで
元気いっぱいラジオ体操を行いました。
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「
校
区
の
防
災
施
設
見
学
会
」開
催

「
黒
野
ま
ち
づ
く
り
」ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
す

第
２
回「
黒
野
探
訪
」開
催

　

九
月
に
安
心
・
安
全
・
防
災
部
会
で

校
区
の
防
災
施
設
の
見
学
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
黒
野
に
は
今
で
も
輪
中
が

残
っ
て
お
り
先
人
の
ご
苦
労
が
偲
ば
れ

ま
す
。
常
日
頃
か
ら
水
害
に
備
え
が
必

要
な
こ
と
か
ら
今
年
は
、
樋
門
や
九
・

一
二
豪
雨
時
の
洪
水
水
位
標
識
を
見
学

に
加
え
ま
し
た
。

　

今
年
も
九
月
に
黒
野
城
と
加
藤
貞
泰

公
研
究
会
に
協
力
し
て
頂
き
開
催
し
ま

し
た
。
参
加
四
十
一
名
が
三
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
、
黒
野
城
跡
→
多
賀
神
社

拝
殿
→
外
堀
跡
→
鬼
門
土
塁
跡
→
超
勝

寺（
住
職
の
お
話
と
お
堀
か
ら
出
て
き

た
観
音
さ
ま
紙
芝
居
）→
佐
藤
家
石
垣
、

高
札
→
平
野
病
院
裏
堀
跡
の
順
に
説
明

を
受
け
な
が
ら
巡
り
ま
し
た
。
お
天
気

に
も
恵
ま
れ
騒
々
し
い
日
常
か
ら
離
れ

て
楽
し
く
半
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

黒
野
地
域
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
た
め
自
治
会
連
合

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
青
少
年

育
成
市
民
会
議
、
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
体
育
振
興
会
の
実
務

者
に
よ
り「
黒
野
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
討
会
」が
立
ち
上
が
り

ま
し
た
。
現
在
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
に
公
開
を
目

指
し
て
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の
お
役
に

立
つ
も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
公
開
後
も
一
歩

一
歩
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
考
え
で
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
と
ご
意
見
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
町
裏
用
水
堰
、
蛭
川
樋
門

◦
新
堀
川
排
水
機
場

◦
九
・
一
二
豪
雨

　

伊
自
良
川
堤
防
決
壊
箇
所

◦
共
和
町
地
内
の
洪
水
水
位
標
識

◦
新
設
の
防
災
倉
庫（
体
育
館
西
）

◦
災
害
対
策
備
蓄
庫（
小
学
校
）


